
 「野の花の丘便り」６月上旬
今年も楽しみです
　今年も花が活躍する季節がやって来ました。昨年に比
べ雪解けが2週間ほど早く春も駆け足でやって来ました。
「野の花の丘」の花たちも、5月になると一斉に芽を出
しお天道様と恵みの雨のおかげで一気に成長しています。
今年も黄色のセンダイハギが真先に咲始め今満開です。
　今年はDブロックの大胆な整備に取りかかっています。
Dブロックは雑草(雑草という草はない、との事ですが)
だらけで花が少ないブロックです。ここを花畑に変えよ
うと5月27日に熟年(老年？)世代の15名で汗を流したの
ですが、思いの外ハードで一日では終わりませんでした。
　「野の花の丘」の24種類の花のうち、勢いが強すぎ
る種類、ほとんどなくなって移植できなくなった種類を
除く19種類の花を見れるようにしたいと考えています。
　この前の作業でできなかった残りは、追い追い楽しみ
ながら続けて行こうと思っています。

皆さんお疲れ様でした

 センダイハギ



 「野の花の丘便り」6月中旬
花芽が出始めました
　6月になり花たちは一日毎に大きくなってきています。
センダイハギの黄色い花は終わりに近づいていますが、
エゾクガイソウ、オカトラノオ、ノハナショウブが蕾を
つけ始めました。今年は雪解けや芽吹きは早かったの
ですが、蕾の時期はいつもの年と変わらないようです。
　あたりを見渡してみると、公園の中のトチノキ（マロ
ニエといったほうが格好いい？）の花はそろそろ終わり
ニセアカシア、ハマナスが咲き始め甘い香りを漂わせて
います。カッコウも鳴いて夏は間近です。
　6月1，8，10日と引き続きDブロックの整備、あわせて
「野の花の丘」の雑草、灌木類の退治に汗を流しました。
散髪の後のように少しサッパリとしました。
　これから夏至に向かい成長はピークとなり、7月には
花のシーズンを迎えます。年年歳歳花相似たり、花は
毎年毎年忘れずに咲いてくれるのですね。人は？

待ってたよー、つぼみちゃんー
　　ノハナショウブ　　　　　エゾクガイソウ

　今回もお疲れ様



 「野の花の丘便り」６月下旬
つぼみが出揃いました
　天気が良く気温の高い日が続いています。夏至も過ぎ
夏の太陽はそこまで来ている、という感じです。
　今年整備を進めたＤブロックの花たちもほぼ寝付きま
した。今年は、花は無理としても来年は期待しています。
セミの声もずいぶん大きく聞こえます。セミの声が大きい
分、あたりの静けさが際立つような感覚になります。
　カラスは子育ての真っ最中、気が立っていて何度か
襲撃されました。何かと気になるこの頃です。
　センダイハギの黄色い花はほぼ終わり、主役の花たち
のつぼみが出揃ってきました。今確認出来るのはヤナギ
ラン、エゾクガイソウ、オカトラノオ、エゾカワラマツバ
ヨツバヒヨドリ、ノハナショウブなどです。
　7月になるとあれよあれよというまに花になります。
これを楽しみに待っているのです。

つぼみ、つぼみ、つぼみ
  　 ヤナギラン 　 　エゾクガイソウ　   オカトラノオ

  エゾカワラマツバ   ヨツバヒヨドリ　   ノハナショウブ



 「野の花の丘便り」７月上旬
今年も夏が
　夏至も終わり早くも7月、花の季節がやって来ました。
今年は雪解けが早く、芽吹きも早く、つぼみ持つのも
早く、花も早いようです。一斉に咲き始めました。
　ピンクのヤナギランは主役の花、一番目立っています。
紫のエゾクガイソウは長い花弁を空に突き出しています。
オカトラノオは白い花、ゆらゆらと風にゆれています。
エゾカワラマツバは黄色い花、控えめに咲いています。
ヨツバヒヨドリは白い花、ヒヨドリバナはピンク色の花、
背の高い茎のてっぺんに、花を咲かせています。
　一方、ノハナショウブは空のように青い花が、咲き始
めて僅か一週間ほどでもうしぼみ始めました。寂しい❗
コバギボウシは花茎をニョキニョキと伸ばし、先端に
あるつぼみは今にも咲き出しそうです。
　毎年虫に食い荒らされているクサレダマは、今年も
また白い変な虫がつき、先日薬剤を散布しました。
花が咲いてくれることを祈っています。

 　ヤナギラン　    エゾクガイソウ       オカトラノオ

  ヨツバヒヨドリ   　ヒヨドリバナ　   　コバギボウシ



「野の花の丘便り」7月中旬

もうすぐピークを迎えます
　さすがに7月！ 一気に暑くなってきました。ヤナギラン、
エゾクガイソウ、オカトラノオ、コバギボウシ等は満開、
クサレダマ、カワミドリ、トモエソウ、オミナエシ等も
咲き始めました。「野の花の丘」は花のピークを迎え
ようとしています。
　7月8日にCブロックの整備を行いました。雑草だらけ
だった所を、花だらけにして行こうと頑張っています。
　今年は花を見てくれる人や、写真を撮ってくれる人が多
くなった気がします。沢山の人に見てもらえるのは本当に
嬉しいことです。シートの園路ですが、雨のあとは滑りや
すくなっています、本当にご用心！ 私もつい油断して何回
かすってんころりん、と痛い目にあっています。
　夏本番ではありますが、トチノキの実がなりだし、トン
ボも飛び始めました。秋の気配が忍び寄って来ています。

頑張って花を咲かせて

ヤナギラン  エゾクガイソウ コバギボウシ　クサレダマ

   おじさんたちも頑張る

カワミドリ　　トモエソウ　　



「野の花の丘便り」7月下旬7月下旬
ピークは過ぎちゃった
　いつもの年は7月の下旬が花のピークなのですが、
今年は7月中旬だったようです。咲いている花の種類は
多くなっていますが、ヤナギラン、エゾクガイソウ、オカ
トラノオの存在感ある花がくすんで、実をつけ始めました。
　コバギボウシ、エゾカワラマツバ、ヒヨドリバナ、ヨツ
バヒヨドリの花もピークを過ぎました。トモエソウ、ノコ
ギリソウ、カワミドリは満開、オミナエシ、クサレダマ、
ヤマハハコ、エゾミソハギなど秋の花も咲き出しました。
　ツリガネニンジンは花茎が伸び、薄紫色の涼しげな
可愛い花が咲き始めています。
　夏本番ではありますが、花の世界は花から実へと
来年に向けての準備が、ぬかりなく進んでいるようです。

今がピーク
    トモエソウ　        ノコギリソウ        　カワミドリ

これからピーク
 　オミナエシ　    　 クサレダマ　　 ツリガネニンジン



 「野の花の丘便り」８月上旬

暑い、暑い、暑い
　本州程ではないにせよ、本州並みの暑さが続いていま
す。こんな暑さ、30年ほど前にもあった記憶があります。
この暑さで花も夏枯れしたのではないか、と思えるほど
目に見える花の量が少なくなってきました。
　ヤナギラン、エゾクガイソウ、オカトラノオ、エゾカワ
ラマツバ、クサレダマ、トモエソウなど夏の花はほぼ終
了、カワミドリ、ヒヨドリバナなどもピークを過ぎました。
　今花の盛りなのが、キキョウの仲間の薄紫色のツリガ
ネニンジン、秋の七草のひとつ黄色のオミナエシ、キク
の仲間の紺色のエゾノコンギク、白色のヤマハハコです。
また招かれざる客、秋になると一斉に黄色い花を咲か
せる、セイタカアワダチソウが目立ってきました。
　暑い暑い夏ではありますが、花の世界はすでにもう秋、
この暑さが懐かしくなる秋も、もうそこまで来ています。

　暑いけど秋の花
   ツリガネニンジン　                  オミナエシ

   エゾノコンギク　                   　ヤマハハコ



 「野の花の丘便り」８月中旬

まだまだ暑い！ 夏は明日もつづく
　8月上旬に少し涼しい日が2～3日あって、夏ももう終わ
りかなと思っていたら、暑さがぶり返しました。今年の夏
は一体どうなっているのでしょう、夏は明日もつづきます。
　夏の花のヤナギラン、エゾクガイソウ、オカトラノオ
などは実をつけ、早くも来年の準備に入っているようです。
ツリガネニンジン、ヤマハハコ、カワミドリ、トモエソウ
などはピークを過ぎ、オミナエシ、エゾノコンギク、エゾ
ミソハギなどが、今ピークといったところです。またあの
厄介者のセイタカアワダチソウの黄色い花が目立って
きました。これらの花が終わると突然どこからか湧き出し
たみたいにユウゼンギクが一斉に花を咲かせます。
　今年はCブロックとDブロックに手を加え、「野の花の
丘」の新しい姿を模索しています。花たちの機嫌を損ね
ないように、より多くの花が咲いてくれるよう手助けして
行きたいと思っています。

今がピークです
　オミナエシ　　　 エゾノコンギク　    エゾミソハギ



 「野の花の丘便り」8月下旬

いつまで続くこの暑さ
　お盆を過ぎるとめっきり涼しくなるのが北海道の夏ではあり
ますが、8月下旬というのにこの暑さ、いつまで続くのでしょう。
「野の花の丘」はメインの花が終わりすっかり寂しくなって来
ました。それに代わってあの厄介者のセイタカアワダチソウの
黄色い花が、我がもの顔で咲き誇っています。
　オミナエシ、キンミズヒキ、トモエソウは黄色い花を頑張っ
て咲かせていますが、セイタカアワダチソウに圧倒されすっか
りかすんでしまっています。ツリガネニンジン、ヨツバヒヨドリ
ヒヨドリバナはほぼ終わりヤマハハコ、オトコエシの白い花は
脇役の感、エゾミソハギ、エゾノコンギク、カワミドリのピン
ク色も、量が少ないせいかあまり目立ちません。それでも昨年
見本園に移植したハンゴンソウが、背の高いてっぺんに何年ぶ
りかに黄色い花を咲かせ、喜ばせてくれました。
　また少なくなっていたオミナエシの種を取って育て、Dブロッ
クに移植したのですが、その中に何株かオトコエシが混ざって
いました。オミナエシ（女）と思っていたものが、花が咲いて
オトコエシ（男）であることが分かりました。オトコエシは
ほとんどなくなっていたことから、びっくりするやら嬉しいやら。
　女と男の区別も分からずに育てていたのです。

何年かぶりに咲いた！　　　　女と男を間違えた！
　ハンゴンソウ　　　　オミナエシ　　　オトコエシ



 「野の花の丘便り」９月
やっと秋になった
　９月になりあの暑さもようやく一段落、といったところでしょう
か。空が高く秋の雲になり、夜にはコオロギも鳴いていよいよ
秋本番になって来ました。
　咲いている花もずいぶんと少なくなってしまいました。今は
黄色のオミナエシ、キンミズヒキ、白色のオトコエシ、ヤマハ
ハコ、エゾゴマナ、赤色のエゾミソハギ、紺色のエゾノコン
ギクなどがわずかに咲き残っています。さすがのセイタカアワ
ダチソウの黄色い花も色あせてきました。かわってユウゼン
ギクと、園路の反対側にあるハギの花が咲き始めています。
　８月２６日に花の植え替えの作業を行いました。主に少なく
なっている花の種をポット苗で育て、育苗園に仮植えしました。
来年にはCブロックに植え替える予定です。猛暑日一歩手前の
３３℃にもなった日ではありましたが、年寄りパワーおそるべし
誰一人熱中症にもならず、無事作業を終了しました。
　来年のことを言ったら鬼が笑いそうですが、来年の野の花の
丘を楽しみに、この後も作業を続けていきたいと思っています。

咲き始めたユウゼンギク　　 　　 ハギ

猛暑日一歩手前！ 暑い中お疲れ様



 「野の花の丘便り」10月
「あれよあれよ」という間に
　今年の暑さは一体何だったのでしょうか。10月になり
あの暑さが恋しくなるような秋の日になってきました。
　春から夏、秋へと私たちを楽しませてくれた花たちも
ほぼ終わり、今目立って咲いているのはユウゼンギクと
園路の反対側のハギの花だけになりました。
　９月の中頃までは、どこにあるのかさえ分からないよう
なユウゼンギクですが、忽然と一斉に咲き出し辺り一面を
覆い尽くしてしまうような勢いです。ハギも可愛い花と強い
生命力で、寂しくなった秋の野を彩ってくれます。
　野の花の丘の花たちは、ついこの前芽吹きが始まったか
と思えば、瞬く間に成長し、花を咲かせ、実をつけ、やが
て枯れて、来年に向かって命をつないでいっています。
あれよあれよという間に時が過ぎ去って行きます。
　「柳散る過ぎゆく時を刻みけり」
また来年を楽しみに今年の｢野の花の丘便り｣も終わります。

頑張った花たち
  エゾクガイソウ　    ヤナギラン          　オミナエシ

頑張ったおじさんたち


